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防水材料の耐候性試験 その２６    アスファルト防水層の屋外暴露７年後の物性変化  
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1. はじめに 
防水材料促進耐候性試験方法小委員会では、防水材料

の屋外暴露試験と促進評価試験を 2002 年から継続して
行っている。本報では、前報（防水材料の耐候性試験そ
の8 (2005年)、その17 (2006年)）に引き続いて、アス
ファルト防水の熱処理についての促進試験結果と 3 年お
よび7年の屋外暴露試験結果について報告する。 

 
2. 試験 
 2.1暴露試験体 
 暴露試験体及び屋外暴露地域・期間を表１、２に示す。 

表１ 暴露試験体一覧 
(注１)

記号 工程 材 料 使用量 
（kg/㎡） 

1 ｱｽﾌｧﾙﾄﾌﾟﾗｲﾏｰ塗り 0.2 
2 ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ 1500 ｱｽﾌｧﾙﾄ流張り 1.0 
3 断熱材 ｱｽﾌｧﾙﾄ張付 1.0 

4 粘着層付き改質ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞｼｰﾄ 
(非露出複層用)張付け － 

5 改質ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞｼｰﾄ 
(露出単層用)ｱｽﾌｧﾙﾄ流張り 1.2 

DI-1 

6 仕上げ塗料塗り 0.3 
1 ｱｽﾌｧﾙﾄﾌﾟﾗｲﾏｰ塗り 0.2 
2 ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ 1500 ｱｽﾌｧﾙﾄ流張り 1.0 
3 断熱材 ｱｽﾌｧﾙﾄ張付 1.0 

4 粘着層付き改質ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞｼｰﾄ 
(非露出複層用)張付け － 

5 砂付きｽﾄﾚｯﾁﾙｰﾌｨﾝｸﾞｱｽﾌｧﾙﾄ流張り 1.2 

DI-2 

6 仕上げ塗料塗り 0.3 
1 ｱｽﾌｧﾙﾄﾌﾟﾗｲﾏｰ塗り 0.2 

2 粘着層付き改質ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞｼｰﾄ 
(非露出複層用)張付け － 

3 砂付きｽﾄﾚｯﾁﾙｰﾌｨﾝｸﾞｱｽﾌｧﾙﾄ流張り 1.2 
D-4 

4 仕上げ塗料塗り 0.3 
（注１）DI-1,DI-2は国交省「建築改修工事共通仕様書」による。 

D-4はDI-2の非断熱仕様とした。 
D-4については暴露期間３年 

※ 促進処理試験体；250×270mm、仕上げ塗料は除いて作製。 
表２ 屋外暴露地域及び期間 

地域 位置 暴露期間 

N：寒冷地域 旭川：北海道立北方建築総合研究所 
C：温暖地域 銚子：(財)日本ｳｪｻﾞﾘﾝｸﾞﾃｽﾄｾﾝﾀ  ー
S：亜熱帯地域 宮古：(財)日本ｳｪｻﾞﾘﾝｸﾞﾃｽﾄｾﾝﾀ  ー

3,7,15, 
X年 

  
 2.2促進処理条件 
 本暴露試験に供したアスファルト防水層は、表面に無
機質粒状物を撒着しているため、紫外線による防水層の
劣化は少ないものと想定され、熱処理を主な劣化要因と
して取り上げた。促進熱処理条件については、60℃、70℃
および80℃の３水準として、処理期間を表３に示した。 
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表３ 促進処理条件一覧    
 
 
 
 

           ※ ○；試験実施  －；試験非実施 
 2.3試験方法 
促進処理後の試験項目及び試験方法を表４に示す。 

表４ 試験方法一覧 
試験項目 試験方法 

防水層の引張強さ 
針入度 総プロ法(注１) 
軟化点 JIS K 2207 6.4 防水工事用アスファルト 

砂付ストレッチ 
ルーフィング上掛け層 

 

組成分析 薄層クロマト 
グラフィー(注２) 

改質アスファルト 
ルーフィング上掛け層 

ポリマー
分解率 GPC法(注３) 

(注１)建設省総合開発プロジェクト「建築防水の耐久性向上技

術」建築仕上げ編Ⅱによる 
(注２)DI-1,DI-2の工程5およびD-3工程3の防水工事用アスフ

ァルト及び砂付ストレッチルーフィングの表面無機質粒

状物と原反の間の上掛けアスファルトの組成は、石油学会

規格「アスファルトのカラムクロマトグラフィーによる組

成分析法」に準じてアスファルテン分、マルテン分（レジ

ン分・芳香族分・飽和分）の４成分の定量分析を行う。 
(注３)ゲル浸透クロマトグラフィー；改質アスファルトルーフィ

ングの表面無機質粒状物と原反の間の改質アスファルト

の分子量分布を測定し、改質ポリマー（SBS）の分子切断

を生じた比率を測定する。 

 
3. 試験結果および考察 
 3.1防水層の引張強さ変化 
 防水層の引張強さ変化について、初期及び促進処理後、
7年目までの屋外暴露試験後の値は、基材強度に依存し、
ほとんど変化がなかったので、梗概には記載しない。 
 
 3.2防水工事用アスファルト 
(1) 針入度・軟化点変化 
試験体 DI-2 の防水工事用アスファルトの針入度と軟

化点の変化について、促進熱処理試験結果（図１－ａ）
と屋外暴露試験（図１－ｂ）を示した。促進熱処理試験
も屋外暴露試験も軟化点および 針入度は、初期的には変
化率が大きいが、時間と共に変化率が小さくなる。図１
－ｂは、図１－ａとの比較のため、80℃促進熱劣化と宮
古島の結果が同程度になるようにプロットした。屋外暴
露試験に比べ促進熱処理試験の劣化が極めて速いことが
分かる。ちなみに、建設総合開発プロジェクト「建築防
水の耐久性向上技術」建築仕上げ編Ⅱによると、工事用
アスファルトの針入度が 1 層でも 5 を下回ると、全面改
修の時期と示されている。その他、アスファルテン増加
率、ポリマー分解率についも同様の傾向が観測された。 
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各種測定結果の実屋外暴露 3 年および７年経過後時点

での試験結果と70℃熱処理試験の促進倍率は表5および

表６のように計算された。  （8,760時間／年として計

算） 
アスファルテン分率による促進倍率は、相関性が乏しい

結果となったが、軟化点、 針入度に関しては測定部位に

よってバラツキはあるものの３年、７年目ともに同じよ

うな結果が得られた。おおよそ、銚子では旭川の1.5～2.0
倍の速度で劣化し、宮古では銚子の1.5～2.0 倍の結果と

なった。 
 

表５ 70℃熱処理試験の屋外暴露３年目との促進倍率【倍数】 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

表６ 70℃熱処理試験の屋外暴露７年目との促進倍率【倍数】 

 

 

 
 
 
 
 
 
 

(2) 断熱・非断熱による物性変化の違い 
屋外実暴露試験試験での断熱（DI-2）および非断熱仕

様（D-4）の防水工事用アスファルトの、針入度変化を図
２に示した。断熱仕様の場合、日射による防水層の温度
上昇は大きく、熱劣化がより促進されたと思われる。非
断熱仕様の方が針入度変化、軟化点変化とも小さいこと
が確認された。 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
図２ 屋外実暴露試験試験 針入度変化 

断熱および非断熱仕様の防水工事用アスファルト 

 
4.  まとめ 
今回の試験においては、アスファルトの 針入度変化を

継続的に評価することで、アスファルト防水の劣化診断
が行えることが分かった。 
３、７年目の促進倍率にはバラツキがあることから大

きな傾向としてとらえる必要があると思われる。 
 防水層の引張強さ変化は、基材強度に依存し、劣化診
断の因子とならない。 
 アスファルト防水層の促進劣化試験を熱劣化を中心に
評価してきた。しかし、積雪寒冷地においては、凍結な
どによる物理的損傷も考慮する必要があるので、抽出基
材の目視観察は必要と思われる。 
 
5.  今後の課題 
新たなアスファルテンの測定方法を確立し、相関性を

追求する予定である。 
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図１－ａ 促進熱処理試験による針入度・軟化点試験結果 

図１－ｂ 屋外暴露試験による針入度・軟化点試験結果 


